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2025-2026 関根信行年度 第 23 回     通算 2901 例会  

 

 

 

本日の例会 
 

例会場 

点鐘  

テーマ 

主管 

 
・ロータリーソング 

          

・四つのテスト・ロータリーの目的 

          

・本日のお客様 

 地区米山記念奨学増進委員会  

    

 蓮田ＲＣ米山カウンセラー  

    

 米山奨学生  

      

 

 

次回例会案内 
令和 8 年 2 月 19 日（木） 

テーマ 3 クラブ合同例会 

令和 8 年 2 月 12 日（木） 
2 月第 2 例会 
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 皆さまこんにちは。本日もご出席ありがとうございます。 

まずご報告です。2 月 7 日からの 1 週間、韓国から高校 2 

年生のイ・シウンさんを受け入れました。ホストは中川家 

で、生徒の中川みずきさんが中心となって支えてくれまし 

た。みずきさんは来月、今度はこちらから訪韓します。 

 お見送りの際、中川みずきさんとそしてイ・シウンさん 

が「大変よりも楽しかった」と目を輝かせて語ってくれた 

姿が、とても印象的でした。言葉や文化の壁を越えて学び 

合う若い世代の力に、私たちも勇気をもらいました。 

受け入れにご尽力くださった皆様に厚く御礼申し上げます。 

 岩槻高校インターアクト部顧問の柴田先生、奉仕・支援部門の内藤部門委員長、職

業・青少年奉仕の村上委員長、各委員の皆さま、そして会員の皆さまのお力添えによ

り、無事に充実したプログラムとなりました。ありがとうございました。 

 本日のプログラムは、米山奨学生の卓話です。 

シュク君、ハウイー君、それぞれが見た日本、学びのテーマ、将来の志を伺えるのを

楽しみにしています。お二人の物語は、私たちが原点を確かめ、次の一歩を考えるヒ

ントになるはずです。 

 来週、2 月 19 日は 3 クラブ合同例会です。会場・公共イメージ委員会の星委員長、

渡辺さんをはじめ、多くの皆さまが準備を進めてくださっています。 

皆さんに楽しんでいただける会になりそうですので、ぜひご予定の確保と、お知り合

いへのお声がけをお願いします。 

 ここで、2 月 10 日の訪韓ウェルカムパーティーで小林パスト会長が紹介してくだ

さった言葉を共有します。柳生石舟斎の言。 

「小才は縁に出会って縁に気付かず。中才は縁に気付いて縁を生かさず。大才は、袖

擦りあう縁をも生かす。」 

まさにロータリーの精神です。偶然の出会いを大切なご縁に育て、未来へつなげてい

きましょう。 

 最後に、受験・進学のシーズンで街に緊張感がある一方、国際交流のニュースも増

えています。世界の行き来が戻る今こそ、「人と人をつなぐ力」を発揮する時です。 

小さなご縁を大きな力に変え、岩槻から良い循環をつくってまいりましょう。 

 Unite for Good ——良いことのために手を取り合おう。 

それでは、この後の卓話をご一緒に楽しみ、学び合いましょう。本日もどうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

よいことのために手を取りあおう 

料亭ふな又 

12：30 

米山奨学生卓話 

財団･米山委員会 

 

 

我等の生業 

 

中村 正 会員 

 

 

奥津雅史様（岩槻東） 

 

伏見晴雄様 

 

チャ ハウイー君 

シュク ウンゴ君 

 

 

 

会長の時間                  第 63 代会長 関根信行 

お客様紹介 
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米山カウンセラー 伏見晴雄様 
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• 地区社会奉仕部門：3/11（水） 

 18：00 防災セミナー案内 

• 台北国際大会推進チーム TEAM  

 JAPAN10,000 メンバーの出村 

 知佳子さん（札幌北ＲＣ）よ 

 り国際大会登録や、ＲＩ理事 

 主催親善朝食会、チャリティ・ 

 クリーンウォークなどについて 

 案内が届いております。 

• 地区青少年奉仕部門よりＲＹＬ 

 Ａ研修セミナー参加者募集要項です。お申込はお早めに。 

• 蓮田 RC より創立 55 周年式典の案内：4/18（土）、パレ 

 スホテルにおいて開催されます。ご参加宜しくお願いし 

 ます。 

・大宮西ＲＣより 12 月と 1 月の週報が届きました。 

米山奨学生卓話   

 
財団・米山委員会      委員長 富田友輔 

 

本日は、米山奨学生のお二人 

にお越しいただいております。 

お二人が日頃、プライベートで 

はどのようなことに関心を持ち、 

学校ではどのような学びを深め、 

そしてこれからどのような道を 

歩んでいきたいと考えているの 

か――そうした思いや姿勢を伺 

える貴重な機会となりました。 

私たちにとっても、新しい学びや気づきを得る大変意義

深い時間になると感じております。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

2025-26年度米山奨学生 チャ ハウイー 君 
 

 皆さん、こんにちは。 

本日はこのような貴重な場で 

お話しする機会をいただき、 

誠にありがとうございます。 

 私はマレーシアから参りま 

したチャ・ハウイーと申しま 

す。普段は「チャ」でも「ハ 

ウイー」でも、呼びやすい方 

で呼んでいただければ嬉しい 

です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 実は今日は、地区の奥津さん、そして米山カウンセラー

の伏見さんにもお越しいただいており、大変光栄に思って

います。同時に、正直に申し上げると、とても緊張してい

ます。昨夜も緊張しすぎてほとんど眠れず、普段は夜型で 1

時や 2 時に寝るのですが、昨日は気づいたら朝の 4 時半、5

時になってしまいました。それほど今日の卓話を大切に思

っているということを、どうか温かく受け止めていただけ

ればと思います。 

 今回の卓話は私にとって 3 回目ですが、他クラブでお話

しするのは初めてです。初めての方も多いと思いますので、

まずは自己紹介から始めさせていただきます。 

 

■ 自己紹介 

私はマレーシアのペナン州出身の中華系マレーシア人で

す。マレーシアは多民族国家で、マレー系、中国系、イン

ド系、そして先住民族など、さまざまな文化が共存してい

ます。そのため、私自身も中国語、英語、マレー語を使い

分けながら育ちました。家庭では中国語と英語が混ざった

ような会話をし、祖母とは福建語で話します。学校では友

人によって使う言語が変わり、役所ではマレー語を使うと

いうように、日常生活の中で自然と複数の言語を使い分け

る環境でした。 

日本には 2020 年 10 月末に来日し、まず日本語学校で 1 年

半学び、その後、日本工業大学の情報メディア工学科に進

学しました。先週卒業式を迎え、現在は卒業見込みの身と

して、次の進路に向けて準備を進めています。 

 

■ 名前にまつわるエピソード 

私の名前「チャ」は、漢字で「茶」と書きます。学校で出 

 

委員会報告 

 
第 4グループＩＭ実行委員会 

ＩＭ実行委員 内藤 明 
 

チャリティボーリング大会 
 日時 ３月２８日（土）15：00 

 場所 春日部ターキーボール 

インターシティミーティング 
 日時 4 月１７日（金） 

 会場 シンフォニークルーズ 

 日の出ふ頭まで岩槻東ＲＣさんと一緒に貸切バス利用。 

奮ってご参加よろしくお願いします。 

 

職業・青少年奉仕委員会  

奉仕・支援部門委員長 内藤 明 
 

7 日に韓国から来日し 

た高校生イ・シウン 

さんのホームステイが 

無事終了し、本日帰 

国したことを報告い 

たします。  

 

幹事報告            副幹事 松永 豪 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

席を取る際、先生に「お茶の“茶”です」と説明したとこ

ろ、本当に「お茶の茶」と書かれてしまったことがありま

す。日本語の漢字と中国語の漢字の違いから生まれた、ち

ょっとした面白いエピソードです。 

 

■ 趣味について 

趣味はバスケットボールと音楽鑑賞です。高校までは毎日

のようにバスケをしていましたが、日本では体育館の利用

が難しく、あまりできていません。帰国すると友人たちと

よくプレーします。音楽は K-POP や洋楽が好きで、気分転

換によく聴いています。 

 

■ マレーシアの紹介 

ここからは、私の母国マレーシアについて少し紹介させて

いただきます。 

マレーシアは東南アジアに位置し、タイとシンガポールの

間にあります。国は大きく「半島マレーシア」と「東マレ

ーシア」に分かれ、私の故郷ペナンは半島側にあります。

ペナンは経済的にも発展しており、日本人も多く住む地域

です。 

首都クアラルンプールには有名な「ペトロナス・ツインタ

ワー」があり、最近では 118階建ての新しい高層ビルも完

成しました。観光地としても人気が高く、昨年は約 4,000

万人の観光客が訪れました。 

産業としては半導体製造が特に盛んで、多くの海外企業が

進出しています。また、金融サービスや観光業も重要な産

業です。天然ゴムやパームオイルの輸出量も世界トップク

ラスで、これらの資源のおかげでガソリン価格が非常に安

く、レギュラーで 1 リットル約 100 円ほどです。 

ただし、車社会であるため交通渋滞や事故が多いという課

題もあります。東南アジア全体で交通事情はあまり良くな

いと言われますが、マレーシアも例外ではありません。 

 

■ 多民族国家としての文化 

マレーシアには多くの民族が暮らしているため、祝日も非

常に多く、年間 19〜24 日ほどあります。マレー系の祝日、

中国系の春節、インド系のディーパバリなど、さまざまな

文化の祝い事が共存しています。 

私が子どもの頃は、マレー系の友人の家に春節のお祝いに

行くと、お年玉をもらえることもありました。逆に、マレ

ー系の祝日には私が友人の家に招かれることもあり、民族

を超えて一緒に祝い合う文化は、マレーシアの魅力の一つ

だと思います。 

 

■ マレーシアの食文化 

食文化も多様で、マレー料理、中華料理、インド料理が混

ざり合っています。代表的な料理としては、マレーシアの

国民食「ナシレマ」、中華系の「チャークイティオ」、イン

ド系の「ロティチャナイ」などがあります。どれも日本で

はなかなか味わえない独特の美味しさがあります。 

 

■ 研究内容について 

大学では、ラットの脳波を AI で識別する研究を行ってい

ました。脳波を画像化し、AI モデルに学習させ、脳の状

態を自動分類する技術の開発を目指しています。将来的に

は、人間の脳波を用いた医療分野の研究にも応用できる可

能性があると考えています。 

 

■ なぜ日本に留学したのか 

よく「アニメが好きだから日本に来たの？」と聞かれます

が、実はそうではありません。むしろ日本についてあまり

知らなかったからこそ、「知らない場所で、知らない言語

で、自分がどこまでやれるのか試してみたい」と思い、日 

本を選びました。 

 

 

 

この 5 年間で、視野が広がり、人間関係の築き方や文化の

違いを尊重する姿勢を学びました。また、東京の交通の便

利さには本当に驚きました。何より、自分から行動しなけ

れば何も始まらないということを強く実感しました。米山

奨学金も、自分で動いたからこそいただけたものだと思っ

ています。 

 

 日本語がまだ完璧ではなく、聞き取りにくい部分がある

かもしれませんが、温かく受け止めていただければ幸いで

す。今日の発表が、皆さまにとって少しでも興味深いもの

になれば嬉しく思います。ありがとうございました。 

 

 

 

2025-26年度米山奨学生 シュク ウンゴ 君 
 

 皆さん、こんにちは。本日は 

このような貴重な場でお話しす 

る機会をいただき、誠にありが 

とうございます。 

 卓話を始める前に、まず二つ 

ご報告があります。一つ目は、 

昨年無事に大学を卒業できたこ 

と。 

そして二つ目は、以前お話しし 

た東京ビッグサイト賞の賞状が、 

本日ついに手元に届いたことで 

す。皆さまの応援のおかげです。 

本当にありがとうございます。 

 さて、今日は私のことをまだよく知らない方も多いと思

いますので、自己紹介を兼ねて、出身地や文化、趣味、そ

して大学での研究についてお話ししたいと思います。私の

ことを少しでも身近に感じていただければ嬉しいです。 

 

■ 自己紹介 

改めまして、私は祝韞午（しゅく・うんご）と申します。

漢字の「祝」は「祝う」という意味で、日本でもアジアで

も縁起の良い文字として知られています。現在 23 歳にな

りました。 

出身は中国・浙江省（せっこうしょう）の衢州（くしゅう）

という都市です。日本ではあまり知られていない場所かも

しれませんが、後ほど詳しく紹介します。趣味は旅行、写

真、デザイン、映画鑑賞、そしてウイスキーです。性格は

明るく、好奇心旺盛で、新しいことに挑戦するのが好きで

す。 

 

■ 出身地・衢州について 

中国は皆さんご存じの通り非常に広く、人口は約 16 億人

と言われています。その中で私の故郷・衢州は、中国のほ

ぼ中央に位置する小さな都市です。日本で例えるなら、埼

玉県や岡山県のような規模で、都市としては春日部市くら

いのイメージかもしれません。 

日本から帰国する際は、上海 → 杭州 → 衢州というルー

トで移動します。地図で見ると近く感じますが、実際には

6〜7 時間ほどかかり、意外と遠いのです。 

衢州は内陸にあるため海はありませんが、自然が豊かで落

ち着いた街です。人口は約 230 万人で、面積も人口も日本

の中規模都市と同じくらいです。 

 

■ 衢州の歴史と文化 

衢州という地名には「四方の道が交わる中心」という意味

があります。昔は交通の要所で、旅人が必ず立ち寄る場所

でした。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行： 岩槻ロータリークラブ会場出席・公共イメージ委員会   委員長 星 和彦  副委員長 田畑寛樹 駒澤あい 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

25 10  3 52.00％ 

 
スマイル報告 

本日のスマイル合計 18,000 円 

年間累計額 544,200 円 

 

スマイルＢＯＸ              

ビジター 

地区米山記念奨学増進委員会 奥津雅史 様 

「本日は米山の同行委員としてお邪魔しました。宜しくお

願い致します。」 

蓮田ＲＣ米山カウンセラー 伏見晴雄 様 

「本日は訪問卓話ありがとうございます。チャさんともど

も宜しくお願い致します。」 

 

メンバー（50 音順・敬称略） 

小林利郎 チャ君、韞午君、卓話楽しみです。 

関根信行 本日はよろしくお願い申し上げます。 

津多一幸 卓話楽しみにしております。 

富田友輔 奥津様、伏見様、本日はお越し下さり誠にあり 

     がとうございます。チャハウイーさん、シュク・ 

     ウンゴさん、本日の卓話楽しみにしております。 

内藤 明 チャさんシュクさん卓話楽しみにしています。 

中村 正 お客様ようこそ。 

能重裕介 本日もよろしくお願いいたします。 

星 和彦 本日の米山奨学生卓話、楽しみにしています。 

     よろしくお願いします。 

松永 豪 本日もよろしくお願い致します。 

三浦宣之 卓話楽しみにしています。 

 

● 世界遺産・江郎山 

衢州で最も有名な山で、世界遺産にも登録されています。

山頂からは「一線天」と呼ばれる、空に一本の線が走るよ

うな絶景が望めます。 

● 水亭門 

かつて門前が湖で船が停泊していたことから名付けられ

た歴史的建造物です。現在はライトアップされ、多くの観

光客が訪れる人気スポットです。 

● 孔子文化 

孔子の子孫が暮らした土地として知られ、毎年孔子を祀る

伝統行事が行われます。地元の子どもたちも小学生の頃か

ら参加し、学業成就を祈る文化が根付いています。 

 

■ 衢州の食文化 

衢州の料理は激辛で知られ、辛さが地元の味として親しま

れています。代表的な料理には、肉や葱を包んで焼く家庭

料理「カオピン（焼き餅）」、そして兎・鴨・魚の頭と鴨の

手を組み合わせた形の辛味料理「三斗一掌」があります。

日本の友人には韓国料理と比べられることもありますが、

衢州ならではの独特の辛さが魅力です。 

 

■ 趣味と創作活動 

私はデザインが好きで、ポスター制作やイベントのビジュ

アルデザインを手がけたことがあります。宮代町のお祭り

のパンフレットをデザインしたこともあります。 

また、写真や映像制作も趣味で、友人の動画を撮影したり、

短い映像作品を作ったりしています。旅先で撮った写真

は、私の大切な思い出です。 

 

■ 研究内容について 

大学では、日本工業大学の杉森研究室に所属し、「疑似触

覚」をテーマに研究を行いました。 

● 研究テーマ 

「見るだけで“触っている感覚”を得られる体験の実現」 

キーワードは以下の通りです。 

• 視線追跡（Eye Tracking） 

• Off-Axis 投影 

• 手の動き追跡（Hand tracking） 

卒業制作では、画面の中の物体を「見るだけで触ったよう

に感じる」体験を展示しました。映画の世界に出てくるよ

うな技術に憧れ、「もし本当に実現できたら面白いのでは

ないか」という思いから研究を始めました。 

将来的には、オンラインショッピングで商品を“触って確

かめる”ことができるような技術につながる可能性があり

ます。 

 

■ 日本に来てからの 4 年間 

私は日本に来て 4 年になります。初めて日本に降り立った

日は、冷たい雨が降っていて、寒さに驚いたことを覚えて

います。しかし、四季の美しさや街の清潔さ、人々の優し

さに触れ、日本への印象はどんどん良くなっていきまし

た。そして、ロータリークラブとの出会いは、私の日本で

の生活を大きく支えてくれました。皆さまの温かい言葉や

応援があったからこそ、ここまで頑張ることができまし

た。本当に感謝しています。 

 

■ 将来の目標 

将来は、国と国、人と人をつなぐ架け橋のような存在にな

りたいと考えています。日本と中国、そして世界をつなぐ

役割を果たせる人間になりたい。そのために、これからも

学び続け、経験を積んでいきたいと思います。 

 

本日の例会に

おいて、関根会

長からシュク・

ウンゴ君に 2 月

分の米山奨学金

を授与しまし

た。 

米山奨学金授与   

 


